
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

そんな秋の夜長に読んで頂きたいおすすめの本をご紹介します。 

 

      

      

 

 

夜を乗り越える 

芸人で作家の又吉直樹

が、少年期からこれまで

読んできた小説を通し

て、「なぜ本を読むの

か」「文学のなにがおも

しろいのか」「人間とは

なにか」を考える。 

世界一清潔な空港の  

 清掃人 

「現場は、自分の家だと思っ

て掃除するんですよ」「使う人

のことを思って、できることは

すべてやる」…。 

羽田空港を支える掃除職人、

新津春子、魂のことば。 

読書の秋の由来は・・？？ 
読書の秋の由来は、古代中国の唐時代の詩人、韓愈（かんゆ 768-824）の漢詩にあったいう説が有力とされています。 

それは韓愈の息子の符（ふ）に学問の大切さを詠んだ詩である「符読書城南詩（ふ しょを じょうなんに よむ）」の

中にあります。 

その一節に「灯火（とうか）親しむべし」というところがあります。 

その意味は「涼しく夜の長い秋の夜は灯火の下で読書をするのに適している」ということです。 

それから、秋は読書にふさわしい季節であるというイメージになったといわれています。 

さかなクンの一魚一会 

東京海洋大学の客員准教

授にして、名誉博士号。キ

リン氷結の CM ではスカパ

ラと共演など、ノリにノッて

いるさかなクンが、ついに

お自叙伝を刊行！ 

 

スマホ断食 

芥川賞作家によるネット

社会批判。なにかある

となっとで検索。止まら

ないネットサーフィン

で、気づくと１時間。ネッ

ト漬けの日常から逃亡

し、「自分」を取り戻す。 

先延ばしは一冊のノート 

でなくなる 

のべ７８００人が劇的に人

生を変えた行動イノベー

ションノートで本当にやる

べきことを後回ししなくな

る。達成したいこともどん

どん実現できる。 

語彙力こそが教養である 

ことばを知れば、見える

世界はどんどん広がる。

ことばを使えれば、会話

はより豊かで楽しいもの

になる。読書やテレビ・ネ

ットなどを活かし、知的な

大人になる方法。 

 

🌼おすすめ図書コーナーにあります🌼 
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N B U L i b r a r y  N e w s 

読書の秋 

食欲の秋 

   スポーツの秋 



『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』 マックス・ヴェーバー著 

開館カレンダー 

 

一木祭 

私が薦める この一冊  経営経済学部准教授   
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古川 順一先生 

-  11 月 November - 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 1 0 1 1 

12 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 

19 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 

26 2 7 2 8 2 9 3 0   

 

 

-  12 月 December - 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 

17 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 

24 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 

31 

 

      

 

-  10 月 OCTOBER- 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

15 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 

22 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 

29 3 0 3 1     

 

 

休館日 

8:30～20:00 

8:30～18:00 

8:30～17:00 

 

この本は、宗教改革と資本主義との関係を問う古典的名

著です。私の研究生活もこの一書から始まりました。職業

を天職と考え、生きる目的そのものとみなす現代人のあり

方は、宗教改革にまで遡るという仮説です。 

今年は、この宗教改革から五百年目に当たります。宗教

改革を始めたルターが九十五箇条の提題を提出した年か

ら。ルターは、長年、罪の赦し、たましいの救いはどうした

ら得られるのかという問題に悩み苦しみました。善いと思

うあらゆる善行を試みました。しかし、たましいの平安はま

すます遠のくばかりでした。最後にたどりついたのが聖書

でした。 

そこにはこうありました。「義人は信仰によって生きる」、

と。自分の善きわざではなく、イエス・キリストの十字架の

みわざだけが、人のたましいを救います。自分を義人と考

え、キリストを信じないのが罪だったのです。 

この聖書のことばによって初めて、ルターはたましいの平

安を得ました。ここから、聖書のみを信じる宗教改革が始

まりました。 

聖書のことばに生きることこそが、人生の目的、いわば天

職である、とルターは聖書通りに教えました。たとえどんな

職業にあっても。ここに真の隣人愛もあります。ところが、

再び人々は聖書から離れ、自分を義人と考えるようになり

ました。その結果、職業が善行となり、人生の目的にすり

替わってしまいました。こうして資本主義の精神が生まれ、

現代の幕が開いたのです。ヴェーバーの仮説に聖書的に

答えれば、このようになるでしょう。 

本学図書館書庫には、ルターのドイツ語全集（ヴァイマー

ル版）が、半分ほどですが備えられています。九州の大学

図書館でかなり揃っている所は、五つしかない貴重な書籍

です。 

 

🌼文庫新着コーナーにあります🌼 

      

 

ノーベル文学賞受賞【カズオ・イシグロ氏】特集コーナー 

2017 年 10 月 6 日にノーベル文学賞を受賞したカズオ・イシグロ氏の著書を集めたコーナーを 

受付カウンター前に設置しました。 

この機会にノーベル文学賞作家の作品に目を通してみてはいかがでしょうか♪ 


